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審査要旨 
 本論文は、1960 年代半ばから 70 年代半ばにかけて隆盛を極め「アングラ演劇」と総称された演劇
を取り上げ、戯曲、演劇論、機関誌など言語媒体の分析を通じて、アングラ演劇における身体表象を
再検証したものである。アングラ演劇が日本の現代演劇、とりわけ小劇場演劇に与えた影響ははかり
しれないが、学術的な研究は未だほとんどなされていない。演劇批評においては、アングラ演劇の特
徴として、主として、俳優の身体の現前化、学生運動との近接関係、前近代的価値の顕揚という３点
が指摘されてきた。とりわけ俳優の身体の現前化、すなわち俳優の身体の圧倒的な存在感にアングラ
演劇の価値を置く見方は、新劇の戯曲中心主義の否定と結びつき、アングラ演劇のイメージを決定づ
けたと言っても過言ではない。その背景には、アングラ演劇のマニフェストとも言える唐十郎の「特
権的肉体論」や、劇団状況劇場の李礼仙、麿赤児、大久保鷹、劇団早稲田小劇場の白石加代子といっ
た「怪優」と呼ばれた俳優たちの存在があった。アングラ演劇の身体とはこうした俳優たちの強烈な
自我の発露の場としての固有の「肉体」を指すと考えられてきたのである。 
 それに対して本論文は、アングラ演劇の身体について考察するにあたり、あえて戯曲および関連す
る文字情報を分析する方法をとり、唐十郎の連作『ジョン・シルバー』（1965〜71 年）、鈴木忠志構成・
演出『劇的なるものをめぐって・Ⅱ』（1970 年）、別役実作『正午の伝説』（1973 年執筆・75 年上演）、
そして演劇センター68／71 の『翼を燃やす天使たちの舞踏』（1970 年）を主な研究対象とした。これ
らの作品が選ばれたのは、どれもアングラ演劇が成熟期に差しかかった 1970 年前後に発表されたこと
に加えて、本論文のテーマにとって重要な演劇傾向、すなわち「待つ演劇」から「到来させる演劇」
への転換という特徴を共有していたからである。アングラ演劇はサミュエル・ベケットの『ゴドーを
待ちながら』の影響下に成立したが、本論文では、これらの作品が、むしろ偽物の救世主を到来させ
ることによって救世主の不在を顕在化させるという手法をとっていることに着目した。そしてその偽
物の救世主を表象する偽物の身体こそが、主体の原初の状態
オ リ ジ ナ ル
という概念を疑問に付し、「わたし」とい
う存在がつねに何かの模倣であり反復でしかないことを前提とするアングラ演劇の特異な身体のあり
ようを示していることを、明らかにしたのである。 
 第１章「連作『ジョン・シルバー』に見る唐十郎の錬肉術――「不在」の裏側に屹立する身体」で
は、不在の英雄ジョン・シルバーをめぐる連作『ジョン・シルバー』のうち、上演台本の存在する５
作品を取り上げた。それらすべてに登場する「偽物の身体」の表象を模倣と反復という視点から考察
することによって、唐が連続した時間軸の上に成立する物語を否定し、起源に回帰しうる生身の身体
には依拠しない演劇を模索していたことを明らかにした。またその作業を通じて、生身の俳優の現前
をうたったとされてきた「特権的肉体論」（1968 年）における身体を、他者を介在した身体として大
胆に読み直した。 
 第２章「空間に臨む身体――鈴木忠志『劇的なるものをめぐって・Ⅱ』の独自性と新劇との差異」
では、演出家・鈴木忠志が自らの演劇論であると述べる『劇的なるものをめぐって・Ⅱ』を取り上げ
た。本作品は、舞台上で沢庵を吐き散らし失禁する主演女優・白石加代子の生々しい身体が観客を圧
倒したと言われる。しかしながら本論文では、その演技が実は、『ゴドーを待ちながら』のほか新派や
歌舞伎、演歌等複数の既存テクストの断片から緻密に構成された劇中劇構造に支えられて成立するも
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のであったことを明らかにした。すなわち、その構造が引用された劇世界を異化してあらゆる行為か
ら必然性を奪うため、俳優は与えられた言葉を自分のものとして語ることはできない。ゆえにこれま
で土着の言語をまとった「ナショナルな身体」として捉えられてきた白石の身体は、主体の起源を示
しえないのである。また、本作品から想定される演技のあり方を千田是也の『近代俳優術』と比較し、
人物造形の一貫性を重んじる新劇の演技術との差異を明確にした。 
 第３章「天皇制に抗する身体――別役実作品における身体の毀損と「我慢する身体」の表象をめぐ
って」では、これまで身体という視点からはあまり論じられたことのなかった別役実の『マクシミリ
アン博士の微笑』（1967 年）と『正午の伝説』を取り上げた。特に後者において敗戦の責任をとり続
けるために排便を我慢し続ける「傷病兵２」の身体を「我慢する身体」と位置づけ、それが天皇の戯
画へと変容し、その偽物性によって天皇の不在を顕在化する装置として機能することを明らかにした。
 第４章「演劇センター68／71 の言語活動とメディアとしての身体――『翼を燃やす天使たちの舞踏』
における革命の表象をめぐって」では、ペーター・ヴァイスの『サド侯爵の演出のもとにシャラント
ン保護施設の演劇グループによって上演されたジャン・ポール・マラーの迫害と暗殺』を基にして佐
藤信、斎藤憐、加藤直、山元清多という四人の劇作家が共同執筆した作品を取り上げ、同作品が革命
主体の構築の失敗と運動体の死を示していること、さらに、書くことによる権威化からいかに脱する
かを模索する演劇センター68／71 の姿が投影されていることを明らかにした。本章ではまた、演劇セ
ンター68／71 の多様な言語活動にも着目し、『翼を燃やす天使たちの舞踏』では〈赤い風六番〉とい
う登場人物の身体によって体現されていた、書き換えられ更新され続ける媒体という概念が、「壁面劇
場」と呼ばれる不特定多数の人びとが自分の言葉を書くことで参加する劇場構想に引き継がれた可能
性を提示した。 
 2011 年 10 月 6 日に開催された公開審査委員会では、本論文の問題点として、以下の諸点が不充分
であることが指摘された。「身体」・「肉体」という言葉の定義と区別、グラフィティに関する記述、戯
曲の言語と機関誌や壁面劇場の言語のレベルの差異に対する配慮、外国語の文献からの引用や海外の
演劇・文化との影響関係への言及、最終章における身体論の展開等である。また、寺山修司論を含め
るべきであったという指摘もなされた。しかしながら、「肉体の演劇」とされてきたこれまでのアング
ラ演劇観を根本的に覆す独創性に溢れた力作であること、アングラ演劇の言語をとおして身体を捉え
直すという手法の斬新さ、議論の根拠となる戯曲や演劇論の分析が丁寧で緻密であること、別役実作
品を身体という視点から論じたという革新性は高く評価された。本格的なアングラ演劇研究の嚆矢と
して、日本の現代演劇研究の発展に大きく寄与しうる本論文は、博士（文学）の学位を授与するに相
応しいと判断する。 
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